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福島県水田農業確立に向けた推進大会
開催要領

　急激な需要量の減少に対応し、令和 3 年産米の需要に応じた生産・販売に確実に取り組むため、

生産者・地域農業再生協議会・方針作成者・行政等の水田農業にかかわる関係者が一堂に会し、

取り組みの基本的考え方等について認識を一致させ一体となって取り組みをすすめることを確認

することを目的とし、以下のとおり推進大会を開催する。

１．日　時 ：令和 3 年 2 月 3 日（水）13：30 ～ 15：00

２．場　所 ：ビッグパレットふくしま（コンベンションホール）　

　　　　　　（福島県郡山市南 2 丁目 52）　

３．参集者：生産者、地域農業再生協議会、方針作成者、法人協会、稲作経営者会議、県関係課・

農林事務所、東北農政局福島県拠点、本推進会議構成員（JA 福島中央会、JA 全農福島、

県米穀肥料協同組合、県米麦事業協同組合、第一食糧卸協同組合、県担い手育成総

合支援協議会、県耕作放棄地対策議会、県農業振興公社、県水田畑作課）

４．内　容
（１）水田農業をめぐる情勢等と令和３年産米にかかる取り組みの基本的考え方について（報告）

（２）各団体の取り組み（報告）

（３）決意表明

５．参集規模      300 名程度

６．主　催
       福島県水田農業産地づくり対策等推進会議、ＪＡグループ福島、福島県

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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福島県水田農業確立に向けた推進大会
次　　第

日　時 ：令和３年２月３日（水）13：30 ～ 15：00
　　 場　所 ：ビッグパレットふくしま（コンベンションホール）　　

 １．開　　会
 ２．挨　　拶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＪＡ福島五連会長　菅野　孝志
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福島県副知事　井出　孝利
３．情勢報告
　　　・水田農業をめぐる情勢について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　農林水産省東北農政局　次長　中東　　一

　　　・令和３年産米にかかる取り組みの基本的考え方について
　　　 　　　　　　　　 福島県水田農業産地づくり対策等推進会議　会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  JA 福島中央会　常務理事　橋本　正典

４．実践報告
　　　　・須賀川市地域農業再生協議会の取り組み
　　　 　　　　　　　　　　　　　　 須賀川市経済環境部農政課　主事　佐藤　太郎

　　　・ＪＡ会津よつばの取り組み
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　  ＪＡ会津よつば　常務理事　富山　裕治

　　　・福島県米穀肥料協同組合の取り組み
　　　 　　　　　　　　　　　　　 福島県米穀肥料協同組合　業務部長　高宮　　仁

　　　・福島県の取り組み
　　　 　　　　　　　　　　　　　　福島県農林水産部　水田畑作課長　久力　　幸

５．決意表明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福島県稲作経営者会議　会長　藤田　庫志

６．大会決議採択　
　　　　　　　　　　　　　　　 　　福島県米穀肥料協同組合　理事長　梅本　典夫

７．閉　　会

− 2 −



挨　拶

ＪＡ福島五連会長　　　　　　　　　　　

菅野　孝志

　JA 福島五連会長の菅野でございます。

　本推進大会の主催者として、開会にあたり一言ご挨拶をさせていただきます。

　本日は、県内各地から本県水田農業に関わる関係者一堂、このビッグパレッ

トふくしまに参集いただきありがとうございます。例年にも増して厳しい冬と

なっているとともに、新型コロナウイルス感染症の猛威はとどまる気配がみえ

ません。

　一方、水田農業をとりまく環境も未曽有の危機に瀕しています。構造的な需

要滅少に加え、コロナ禍による業務用需要の喪失により、令和 3 年産米は全国

で 7 万 ha という過去最大規模の需給調整に取り組むことが必要となっており、

何より現下の米流通は停滞しています。

　この状況が続くならば、米価は大きく下落するとともに、生産した米が販売

できず、集荷もままならなくなる可能性が現実のものとして直面することにな

ります。

　米の産出額が県全体の約 4 割を占める本県にとって、この状況は到底受け入

れられるものではありません。

　安定的米価・安定的流通を実現し、その間、麦・大豆、園芸作物等の高収益

作物への転換促進、非主食用米においても飼料用米にとどまらず加工用米・輸

出用米など新たな需要への転換を大胆にすすめ、生産構造を再構築していくこ

とが必要となっています。

　そのため、当面令和 3 年産主食用米の 3,500ha 削減を確実に達成し、あわせ

て関係者一体となって県内消費拡大の取り組みも展開します。

　国・県もそのための対策を講じました。本日ここに参集した我々がそれらの

対策を十分活用し、生産者に需給環境、想定される手取水準を具体的に提示し

つつ推進を迅速にすすめることが求められています。

　本日は、是非危機感を共有し、共通の目的に向かって確実に取り組みをすす

めるための第ー歩となることを祈念して私の挨拶とさせていただきます。
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挨　拶

福島県副知事　　　　　　　　　　　

井出　孝利

　福島県水田農業確立に向けた推進大会の開催に当たり、御挨拶を申し上げます。

　御出席の皆様には、日頃より、それぞれの立場から水田農業の振興に御尽力

を頂いており、厚く御礼を申し上げます。

　国内の主食用米につきましては、毎年 10 万トン程度消費量が減少する中、

新型コロナウイルス感染症の影響により飲食店等の需要減少が加わり、需給が

大幅に緩和する状況となっております。

　このため、令和 3 年 6 月末の民間在庫量は約 210 万トンまで増加することが

見込まれており、需給の適正化に向け、36 万トン相当の生産量を削減すること

が必要となっております。

　このような中、本県においては、中食・外食向けの割合が高いことから、新

型コロナウイルスの感染拡大による影響が特に大きく、米価は、今後更に厳し

い状況となっていくことが懸念されております。

　このため、福島県水田農業産地づくり対策等推進会議では、令和 3 年産の主

食用米の作付を 3,500ha 削減することとしました。

　これらを踏まえ、県では、昨年 11 月に国に対し、水田活用の直接支払交付

金の支援拡充や予算の確保などを強く要望し、国は、必要な施策を令和 2 年度

第 3 次補正予算や令和 3 年度当初予算に盛り込んでおります。

　さらに、県におきましても、独自の支援策として、令和 3 年度当初予算案に

おいて、転換作物の前年度分からの拡大面積に対する助成制度を計上すること

としております。

　皆様におかれましては、本日の大会を通して水田農業をめぐる情勢について

改めて御理解を頂き、今後、それぞれの地域において国、県の事業を積極的に

活用しながら、主食用米からの転換を強力に進めていただくようお願いいたし

ます。

　結びに、米の需給改善に向け、皆様と一丸となって取組を進めてまいりたい

と考えておりますので、皆様の御協力をお願い申し上げ、挨拶といたします。
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情勢報告

水田農業をめぐる情勢について

農林水産省東北農政局　次長

中東　一 
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情勢報告

令和３年産米にかかる取り組みの
基本的考え方について

福島県水田農業産地づくり対策等推進会議　会長
JA 福島中央会　常務理事

橋本　正典 
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実践報告

須賀川市地域農業再生協議会の
取り組み

須賀川市経済環境部農政課　主事

佐藤　太郎 
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実践報告

ＪＡ会津よつばの取り組み 

ＪＡ会津よつば　常務理事　

富山　裕治 
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実践報告

福島県米穀肥料協同組合の
取り組み 

福島県米穀肥料協同組合　業務部長

高宮　仁 
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実践報告

福島県の取り組み

福島県農林水産部　水田畑作課長

久力　幸 
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福島県稲作経営者会議　会長

藤田　庫志 

決意表明

　福島県稲作経営者会議会長の藤田と申します。

　本日「福島県水田農業確立に向けた推進大会」に集われた皆様を代表して、 僭越ではありますが

決意表明をさせていただきます。

　日本の水田農業、 福島県の水田農業は、 これまでにない未曽有の危機に直面しています。

　国内の人口減少、 コロナ禍の影響による急激な需要喪失、 米価下落はもとより、 担い手の急激な

減少、 耕作放棄地の拡大など生産基盤の崩壊が進行しています。

　この状況を打破し、 将来にわたり水田農業を維持 · 発展させるためには、 徹底した需要に応じた

米生産・販売の推進はもとより、 海外も視野に入れた新たな需要や加工用需要への積極的な対応な

ど、 これまでにない取り組みが求められています。

　そのためには、 コスト削減などこれまでの概念を超える取り組みが求められていると認識して

います。

　また、 当面令和 3 年産米については、 飼料用米を中心に大幅な主食用米の削減による需給環境の

改善が喫緊の課題であります。

　この状況は、 我々稲作を中心として農業経営を営む者にとっては、 まさに危機的な環境と言えます。

　他県がどうだ、 他地域がどうだ、 他人がどうだという前に、 我々自身の経営が危機に直面してい

ます。

　将来の水田農業に明るい展望を見出すためにも、 今を乗り切ることが大切です。

　国からもこれまでにない規模の対策を提示してもらい、 県の指導もあるなか、 我々福島県稲作経

営者会議のメンバーは、 率先して需要に応じた生産にまい進することを、 ここに決意します。

令和 3 年 2 月 3 日

福島県稲作経営者会議　会長　 藤 田 庫 志
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福島県米穀肥料協同組合　理事長

梅本　典夫  

大会決議採択

福島県水田農業確立に向けた推進大会決議（案）

　本日、ここ「ビッグパレットふくしま」に、福島県の水田農業にかかわる関係者 300 余名が一

堂に会し、「福島県水田農業確立に向けた推進大会」を開催しました。

　日本および福島県の水田農業は、人口減少による構造的な需要減少に加え、新型コロナウイル

ス感染拡大による急激な需要の喪失に直面し、未曾有の危機に直面しています。

　一方、生産現場に目を向けても、基幹的農業者の高齢化が進み耕作放棄地が拡大しており、こ

のままでは近い将来福島県の水田農業は急速にその規模を縮小することが危惧されます。

　この状況に対応するためには、需要に応じた米の生産・販売に柔軟に取り組み、飼料用米、加

工用米、輸出用米を中心とする新たな福島県水田農業の姿を構築することが必須と考えます。

　また主食用米においても、大胆な品種転換、コスト削減をすすめ、競争力のある「ふくしま米」

として安定的に市場に供給しそのシェアを拡大していくことが重要であります。

　言い換えれば、文字通り「水田フル活用」を実践し、需要に応じた米の生産・販売により安定

的な流通、及び 10ａ当たりの生産者所得の確保を実現することが、ひいては生産者の高齢化に対

応して担い手確保・農地集積など生産基盤の維持を実現できることとなるでしょう。

　本日、ここに参集した我々は、これらの必要性を改めて認識し、新たな福島県水田農業の姿の

確立に向け一体となって取り組むことを確認し、決議します。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年２月３日　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福島県水田農業確立に向けた推進大会

− 35 −



− 36 −



１．開催要領……………………………………………………………………  1

２．次   第………………………………………………………………………  2

３．挨   拶………………………………………………………………………  3

４．水田農業をめぐる情勢……………………………………………………  5

５．令和３年産米にかかる取り組みの基本的考え方………………………11

６．実践報告

（１）須賀川市地域農業再生協議会………………………………………17

（２）JA 会津よつば……………………………………………………… 21

（３）福島県米穀肥料協同組合…………………………………………… 25

（４）福島県農林水産部水田畑作課……………………………………… 29

７．決意表明……………………………………………………………………33

８．大会決議採択………………………………………………………………35

９．大会スローガン……………………………………………………………37

目　次　

〇主食用米 3,500ha 削減を達成し、需給
環境を改善し、米価を回復しよう。

〇飼料用米に積極的に取り組み、水田フル活
用により所得を確保しよう。

〇加工用米・輸出用米など水田農業における
新たな取り組みを拡大しよう。

〇担い手育成・農地集約を加速し、福島県水
田農業の将来展望を切り拓こう。

大会スローガン

− 37 −






